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(57)【要約】
　本発明は、固形粒子および高濃度の特定のシリコーンエラストマーを含む油中水型乳化
化粧料組成物に関する。本発明は、より具体的には、高含有量のポリシリコーン－１１、
少なくとも１つの光学的効果を提供する固形粒子、ならびに少なくとも１種のシリコーン
乳化剤を含む油中水型エマルションに関する。本発明のエマルションは、好ましくはファ
ンデーションとして、顔および／または唇もしくはまぶたをメークアップするための使用
に適している。本発明のエマルションはまた、化粧のための下地として、または身体もし
くは顔上に適用される皮膚の手入れ用クリームとして使用されてもよい。これらの組成物
は、顔色を統一する一方で、抗しわ／細線効果、皮膚の滑らかさ、および光輝を与える強
いぼかし効果を提供することによって、皮膚の外観全体を向上させる製品をもたらす。こ
れらの組成物はまた、独特な感覚特性も有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）疎水性溶媒を含むゲルの形態での、組成物の全重量に対して少なくとも５重量％
のポリシリコーン－１１、
（ｂ）組成物の全重量に対して少なくとも０．５重量％の光学的効果を有する固形粒子、
および
（ｃ）少なくとも１個のオキシエチレン基および少なくとも１個のオキシプロピレン基を
含むジメチコンコポリオールから選択される、少なくとも１種のシリコーン乳化剤
を含む油中水型エマルション。
【請求項２】
　疎水性溶媒が、少なくとも１種の揮発性溶媒を含む、請求項１に記載のエマルション。
【請求項３】
　疎水性溶媒が揮発性である、請求項１に記載のエマルション。
【請求項４】
　揮発性疎水性溶媒が、デカメチルシクロペンタシロキサンなどのシリコーン油、水素化
ポリイソブテンまたはイソドデカンなどの分枝鎖炭化水素、ならびにそれらの混合物から
選択される、請求項２から３のいずれか一項に記載のエマルション。
【請求項５】
　ポリシリコーン－１１が、組成物の全重量の約６重量％から約３０重量％、好ましくは
約６重量％から約１２重量％の量である、請求項１から４のいずれか一項に記載のエマル
ション。
【請求項６】
　ポリシリコーン－１１に対する固形粒子の重量比が、１から２の間、好ましくは１から
１．５の間で含まれる、請求項１から５のいずれか一項に記載のエマルション。
【請求項７】
　ジメチコンコポリオールが、セチルＰＥＧ／ＰＰＧ－１０／１ジメチコンおよびＰＥＧ
／ＰＰＧ－１８／１８ジメチコンならびにそれらの混合物から選択される、請求項１から
６のいずれか一項に記載のエマルション。
【請求項８】
　固形粒子が、顔料、真珠、レーキ、粉末、充填剤、日焼け防止剤、およびそれらの混合
物からなる群から選択される、請求項１から７のいずれか一項に記載のエマルション。
【請求項９】
　固形粒子が、０．５重量％から２０重量％、好ましくは約１重量％から１５重量％の量
である、請求項１から８のいずれか一項に記載のエマルション。
【請求項１０】
　シリコーン乳化剤が、０．２５重量％から７重量％、好ましくは約０．５重量％から３
重量％の量である、請求項１から９のいずれか一項に記載のエマルション。
【請求項１１】
　エマルションがまた、アクリロイルジメチルタウリン酸アンモニウム／ＶＰコポリマー
を含む、請求項１から１０のいずれか一項に記載のエマルション。
【請求項１２】
　１．疎水性溶媒中にポリシリコーン－１１を分散し、ゲルを形成するステップ、
　２．前記ゲルにシリコーン乳化剤を添加し、水相と混合するステップ、
　３．少なくとも１つの光学的効果を提供する固形粒子を添加するステップ
を含む、請求項１から１１のいずれかに記載のエマルションを調製する方法。
【請求項１３】
　少なくとも１つの光学的効果を提供する固形粒子が、ポリシリコーン－１１の一部に事
前に分散される、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　請求項１から１１のいずれかに記載のエマルションを含む、メークアップファンデーシ
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ョン。
【請求項１５】
　皮膚をメークアップするための、または紫外線損傷に対して皮膚を保護するための、請
求項１から１１のいずれかに記載のエマルションの使用。
【請求項１６】
　請求項１から１１のいずれかに記載のエマルションを皮膚上に局所的に適用することを
含む、皮膚をメークアップする、または紫外線損傷に対して皮膚を保護する方法。
【請求項１７】
　請求項１から１１のいずれかに記載のエマルションを含む第１組成物および非シリコー
ン連続相を含む第２組成物を含むキット。
【請求項１８】
　１．皮膚に第１組成物を適用するステップ、
　２．２から１２時間の範囲の時間間隔の後で、第１組成物上に第２組成物を適用するス
テップ、
　３．例えば、指で軽くたたく、または擦り込むことによって、第１組成物中に第２組成
物を混合するステップ
を含むメークアップ化粧料を適用し、再生させる方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、主に皮膚上への均一な被覆を提供することを目的とする、固形粒子および高
濃度の特定のシリコーンエラストマーを含む油中水型乳化化粧料組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　皮膚の欠陥部を覆い隠すことを目的として開発された化粧品は、顔色を統一するか、ま
たは皮膚により滑らかな外観もしくはまばゆい健康的な輝きを与えるかのいずれかを行い
、その目的を達成するために皮膚上で光学的効果を有する固形粒子を含む。
【０００３】
　一般に、皮膚上に均一な被覆を提供するために、最小限の量の顔料が組成物中に必要で
ある。したがって、顔色を統一するファンデーションは、一般に、大量の顔料または白色
充填剤を含む。最近、皮膚上の陰になる領域（例えば、顔の側面）と特に明るい領域（例
えば、額、頬骨、および顎）との間の視覚コントラストが強調される顔のスカルプティン
グまたは「モーフィング」特性を有する化粧品が開発されている（スカルプティングファ
ンデーションの例）。異なる種類の化粧料成分が、これらの様々な光学的効果を提供する
ことが知られている。さらに、しわおよび欠陥部の谷と稜線との間の明度の差を減少させ
ることによって、別名、ソフトフォーカスパウダーまたはぼかし剤として知られている、
高い拡散反射率、低い正反射率、および高い拡散透過率を有する粉末の含有が、皮膚によ
り滑らかな外観を与えることが知られている。皮膚のつや消しパウダーもまた、皮脂およ
び皮膚によって吸着されない組成物の過剰な油を吸着することによって、主に皮膚のてか
りを低減させるために使用できる。
【０００４】
　さらに、ある種の光学的効果を有することの他に、皮膚の欠陥部を覆い隠すことを目的
として開発された化粧品は、柔らかい、絹のような、粉のような、および脂っぽくない感
触を有することが望ましい。
【０００５】
　皮膚全体の外観を向上させるという特定の目的のために、化粧品中にシリコーンエラス
トマーを使用することは、特に、しわの線をぼかし、皮膚を滑らかにし、統一された顔色
を与え、つやを消す効果でよく知られている。さらに、喜ばしい美的特性のために化粧品
中にこれらのポリマーを使用することはまた、当技術分野においてよく知られている。
【０００６】
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　１９９０年代の初頭以来、配合物中の滑らかな、粉のような感覚は、一般にシリコーン
エラストマーとしてもまた知られているオルガノポリシロキサンクロスポリマーを使用し
て、しばしば達成されてきた。
【０００７】
　化粧料組成物中に高レベルのシリコーンエラストマーをもたらすことができることは、
非常に望ましい。これらの種類のビヒクルは、非常に感覚的におよび美的に喜ばしい属性
を提供するのに役立つので、最終消費者にエマルションの形態でシリコーンエラストマー
をもたらすこともまた、望ましい。一般的に言えば、油中水滴型が皮膚上で脂っぽい感覚
を有することに一般的に関連するので、水中油滴型エマルションは油中水滴型よりも望ま
しい。
【０００８】
　顔料またはソフトフォーカスパウダーなどの光学的効果を有するその他の固形粒子を含
む油中水型エマルションに関連する問題の一つはまた、エマルションが安定するために、
これらの固形粒子を分散する必要があることである。例えば、米国特許第５，５９９，５
３３号は、シリコーンエラストマーを含む油中水型エマルションを安定させるため、電解
質、大量の界面活性剤、ポリオール、および親水コロイドを使用することを記載している
。かなりの割合の安定剤を有するエマルションは安定しているが、例えば優れた皮膚感覚
または感触を提供できる追加成分を受容する、配合のさらなる能力を限定するという欠点
を有する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　したがって、光学的効果を有する固形粒子を含み、粉のような、滑らかな、べたつきの
ない改良された感覚もまた有する、安定した油中水型エマルションを提供する必要性があ
る。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明者らは一連の実験を実施し、上述の問題を克服した。本発明者らは、絹のような
脂っぽくない感覚を維持しながら、望ましい光学的な結果（顔色を統一し、皮膚に滑らか
な外観を与えることによる）を提供する安定した油中水型エマルションを提供することに
成功した。さらに、本発明のメークアップ化粧料組成物は、図らずも、皮膚にまばゆい輝
きを与える。特に、本発明者らは、最小限の量の特定のシリコーンエラストマーの含有が
、高い割合の顔料の存在下でも、かなりの割合の安定剤を必要とせず、安定したエマルシ
ョンを生み出すことを発見した。
【００１１】
　本明細書内に記載の発明は、特にメークアップ組成物を網羅する。皮膚に色を提供する
のに加えて、向上した皮膚全体の外観もまた提供するメークアップ組成物を有することが
望ましい。これを達成するためには、欠陥部を隠すための非常に感知可能な／高被覆率の
ファンデーションを有することが典型的である。本発明は、被覆率の非常に高いメークア
ップを施すことなく外観全体を改良するが、実際は感知できない／自然な仕上がりという
利点をもたらす方法を提供する。これらの組成物は、顔色を統一する一方で、抗しわ／細
線効果、皮膚の滑らかさ、および光輝を与える強いぼかし効果を提供することによって、
皮膚の外観全体を向上させる製品をもたらす。これらの組成物はまた、以降に示される独
特な感覚特性も有する。
【００１２】
　本発明はまた、これらの油中水型エマルションの製造のための方法も提供する。
【００１３】
　多くのメークアップ組成物の不都合の一つは、皮膚上に適用後数時間たつと、組成物が
乾燥しているように見え、および／または感じられ始め得るということである。したがっ
て、本発明のエマルションを含む化粧料組成物を再生させる方法が、本明細書中に提供さ
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れる。本発明のさらなる態様は、前記方法の利用を容易にするキットである。
【００１４】
　本発明は、シリコーンエラストマーとして高含有量のポリシリコーン－１１、少なくと
も１つの光学的効果を提供する固形粒子、および少なくとも１種のシリコーン乳化剤を含
む油中水型エマルションを論ずる。
【００１５】
　本発明のエマルションは、好ましくはファンデーションとして、顔および／または唇も
しくはまぶたをメークアップするための使用に適している。該エマルションはまた、身体
または顔上に適用される肌の手入れ用クリームとして使用されてもよい。該エマルション
は、液体、クリーム、ゲル、または半固形の形態であってよい。
【００１６】
　この油中水型エマルションは、かなりの比率のポリシリコーン－１１を含む。本発明者
らは、驚いたことに、この特定のエラストマーが高比率の安定剤を含まずに安定した油中
水型エマルションをもたらすことができることを発見した。ポリシリコーン－１１の含有
量は、好ましくは、シリコーン乳化剤の含有量よりも多い。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　一実施形態によると、本発明は、
（ａ）疎水性溶媒を含むゲルの形態での、組成物の全重量に対して少なくとも５重量％の
ポリシリコーン－１１、
（ｂ）組成物の全重量に対して少なくとも０．５重量％の光学的効果を有する固形粒子、
および
（ｃ）少なくとも１個のオキシエチレン基および少なくとも１個のオキシプロピレン基を
含むジメチコンコポリオールから選択される、少なくとも１種のシリコーン乳化剤
を含む油中水型エマルションに関する。
【００１８】
　好ましい実施形態として、疎水性溶媒は、少なくとも１種の揮発性溶媒を含む。別の好
ましい実施形態として、疎水性溶媒は揮発性である。
【００１９】
　本発明はまた、
１－疎水性溶媒中にポリシリコーン－１１を分散し、ゲルを形成するステップ、
２－前記ゲルにシリコーン乳化剤を添加し、水相と混合するステップ、
３－少なくとも１つの光学的効果を提供する固形粒子を添加するステップ
を含む、前記エマルションを調製する方法も提供する。
【００２０】
　本発明はまた、皮膚および／もしくは唇をメークアップする方法ならびに／または紫外
線損傷に対して皮膚を保護する方法も提供する。
【００２１】
　本発明の別の態様は、
１－皮膚に、本発明のエマルションを含む化粧料組成物を適用するステップ、
２－２から１２時間の範囲の時間間隔の後に、前に適用した第１化粧料組成物の層の上に
、水もしくは水性組成物、または非シリコーン油もしくは非シリコーン油ベースの組成物
であり得る第２組成物を適用するステップ、
３－第１組成物中に、第２組成物を混合するステップ
を含む化粧を適用し、再生させる方法である。
【００２２】
　本発明の別の態様は、上記方法の適用を容易にする部品キットである。キットは、上記
方法の第１組成物および第２組成物のための貯蔵部として役立つ容器を含む。
【００２３】
　好ましい実施形態によると、本発明は、少なくとも５重量％のシリコーンエラストマー
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ポリシリコーン－１１、および少なくとも１つの光学的効果を提供する少なくとも０．５
重量％の固形粒子、およびまた、少なくとも１種のシリコーン乳化剤を含む、油中水滴型
（「ｗ／ｏ」）エマルションである。実施例の項で実証されるように、本発明の組成物は
安定している。
【００２４】
ポリシリコーン－１１：
　本発明の必須成分は、ポリシリコーン－１１のＩＮＣＩ名を有するシリコーンエラスト
マーである。この特定のエラストマーの排他的特性は、本発明の組成物に、エマルション
の安定性の他に、独特な美的利点および性能利点を提供する。
【００２５】
　ポリシリコーン－１１は、組成物の重量に対して、好ましくは、約６から約３０重量％
、より好ましくは約６から約１２重量％の量で存在する。
【００２６】
　ポリシリコーン－１１は、白金触媒、ならびに野菜油（ホホバ油またはヒマシ油など）
パラフィン、ワセリン、水素化ポリイソブテン、および鉱物油のいずれか１つであり得る
溶媒の存在下での、α，ω－ビニルジメチコンと、－Ｓｉ－Ｈを含むポリシロキサンの反
応生成物である。結果としてのゲルの溶媒含有量は、８５から９６重量％の範囲であり得
、粘度は一般に、２５℃で２００ｃＳｔより大きい。溶媒に－Ｓｉ－Ｈを含むポリシロキ
サンを添加し、次に触媒およびα，ω－ビニルジメチコンの添加によって、架橋する。溶
媒を通じてのヒドロシリル化法のために当技術分野において知られている標準的な反応条
件を使用してよい。
【００２７】
　－Ｓｉ－Ｈを含むポリシロキサンは、
Ｈ（ＣＨ３）２ＳｉＯ（（ＣＨ３）２ＳｉＯ）ａ（ＣＨ３ＨＳｉＯ）ｂＳｉ（ＣＨ３）３

、
Ｈ（ＣＨ３）２ＳｉＯ（（ＣＨ３）２ＳｉＯ）ａＳｉ（ＣＨ３）２Ｈ、
Ｈ（ＣＨ３）２ＳｉＯ（（ＣＨ３）２ＳｉＯ）ａ（ＣＨ３ＨＳｉＯ）ｂＳｉ（ＣＨ３）２

Ｈ
（式中、ａは１～２５０であり、ｂは１～２５０である）
の式の化合物によって表すことができる。
【００２８】
　白金触媒は、溶媒中のヘキサクロロ白金酸またはＰｔ２［（ＣＨ２＝ＣＨ）Ｍｅ２Ｓｉ
］２Ｏの白金錯体によって表され得る。
【００２９】
　ポリシリコーン－１１は、本発明において、疎水性溶媒中のゲルの形態で使用する。ポ
リシリコーン－１１は、組成物の他の成分への添加前に、前記疎水性溶媒中に混合して、
ゲルを形成することができる。
【００３０】
　ポリシリコーン－１１は、疎水性溶媒中で可溶化されるのではなく、疎水性溶媒中に分
散されてよい。にもかかわらず、この成分は「溶媒」と呼ばれる。使用される溶媒は、揮
発性もしくは非揮発性、または揮発性および非揮発性の混合物であってよく、室温で液体
である。この文脈において、当業者によって理解されているように、用語「揮発性疎水性
溶媒」は、溶媒が周囲条件（例えば、１気圧２５℃）でかなりの蒸気圧を示すことを意味
する。特に、溶媒は、１気圧で約２６０℃以下、好ましくは約２３０℃以下、より好まし
くは約２１５℃以下、最も好ましくは約２１０℃の沸点を有する。
【００３１】
　当業者は、化粧料用途において通常使用される溶媒に精通している。例証する目的のた
めに提示される疎水性溶媒の例は、直鎖または分岐、飽和または不飽和、水素化または非
水素化、アルコキシル化または非アルコキシル化であり得る炭化水素の他に、直鎖シリコ
ーンもしくは環状シリコーンまたはそれらの混合物である。
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【００３２】
　本組成物における使用に適する非揮発性疎水性溶媒としては、限定されるものではない
が、モノ－、ジ－、およびトリ－、ならびに一般にポリオールをモノ－、ジ－、トリ－、
ならびに一般にポリカルボン酸と反応させることによって作られるモノ－、ジ－、および
トリエステル、ならびに一般にポリエステルなどのエステル、ならびにそれらの混合物が
挙げられ、これらのポリカルボン酸は、直鎖または分岐、任意の不飽和度または不飽和度
がゼロである、鎖のいずれかが脂肪族または芳香族、アルコキシル化または非アルコキシ
ル化であり得る。これは、モノ－またはポリグリセリル誘導体からのエステルを含む。天
然油、脂肪、およびエステルが含まれる。本組成物における使用に適する非揮発性疎水性
溶媒はまた、非揮発性ポリシロキサンも含む。非揮発性疎水性溶媒の例としては、限定さ
れるものではないが、イソノナン酸イソノニル、ジメチコン、フェニルトリメチコン、お
よびそれらの混合物が挙げられる。本組成物における使用に適する揮発性疎水性溶媒とし
ては、限定されるものではないが、揮発性シリコーン、分枝鎖炭化水素、およびそれらの
混合物が挙げられる。揮発性疎水性溶媒として有用な、好ましいシリコーンは、限定され
るものではないが、２５℃で６ｃＳｔより低い粘度の低分子量のポリジメチルシロキサン
（ジメチコン）などの揮発性シロキサン、フェニルペンタメチルジシロキサン、フェニル
エチルペンタメチルジシロキサン、ヘキサメチルジシロキサン、メトキシプロピルヘプタ
メチルシクロテトラシロキサン、クロロプロピルペンタメチルジシロキサン、ヒドロキシ
プロピルペンタメチルジシロキサン、オクタメチルシクロテトラシロキサン、デカメチル
シクロペンタシロキサン、およびそれらの混合物が挙げられる。揮発性シリコーンの間で
より好ましいものは、シクロメチコンであり、その例としては、オクタメチルシクロテト
ラシロキサンおよびデカメチルシクロペンタシロキサンが挙げられ、それらは一般にそれ
ぞれＤ４シクロメチコンおよびＤ５シクロメチコンと呼ばれる。
【００３３】
　好ましい揮発性シリコーンの追加例としては、限定されるものではないが、シクロペン
タシロキサン（ＳＦ１２０２として、Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅから市販されている）、ヘキシ
ルメチコン（Ｓｉｌｃａｒｅ４１Ｍ１０として、Ａｒｃｈｉｍｉｃａから市販されている
）、カプリリルメチコン（Ｓｉｌｃａｒｅ４１Ｍ１５として、Ａｒｃｈｉｍｉｃａから市
販されている）、ステアロキシトリメチルシラン、メチルトリメチコン（ＴＭＦ１，５と
して、日本の信越化学工業株式会社から市販されている）、およびそれらの混合物が挙げ
られる。
【００３４】
　本明細書中の揮発性疎水性溶媒として有用な、疎水性分枝鎖炭化水素としては、限定さ
れるものではないが、約７個から約１４個、好ましくは約１０個から約１３個、および最
も好ましくは約１１個から約１２個の炭素原子を含む炭化水素が挙げられる。不飽和炭化
水素を除外することを意図しないが、飽和炭化水素が好ましい。かかる好ましい分枝鎖炭
化水素の例としては、上記の鎖のサイズのイソパラフィンおよび水素化ポリイソブテンが
挙げられる。イソパラフィンの具体的な例としては、Ｉｓｏｐａｒ　Ｅ（Ｃ８～Ｃ９イソ
パラフィン）、Ｉｓｏｐａｒ　ＨおよびＫ（Ｃ１１～Ｃｉ２イソパラフィン）、およびＩ
ｓｏｐａｒ　Ｌ（Ｃ１１～Ｃ１３イソパラフィン）またはそれらの混合物が挙げられる（
全てＥｘｘｏｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．から市販されている）。他の適切な分枝鎖炭
化水素は、イソドデカン、イソウンデカン、およびイソヘキサデカンである。水素化ポリ
イソブテンの具体的な例としては、Ｃｏｓｍｏ　Ｃｈｅｍ．から市販されているＤｅｄｒ
ａｆｌｏｗ５が挙げられる。
【００３５】
　イソドデカンが好ましく、Ｐｅｒｍｅｔｈｙｌ（商標）９９Ａとして、Ｐｒｅｓｐｅｒ
ｓｅ，Ｉｎｃ．から市販されている。
【００３６】
　油中水型乳化（エマルション）組成物は、典型的に、シリコーン乳化剤との連続相を形
成するのに適切な量の疎水性溶媒を含む。
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【００３７】
　一実施形態において、乳化組成物は、組成物の重量に対して、約５重量％から約３５重
量％、より好ましくは、約８重量％から約２５重量％、さらにより好ましくは約１０重量
％から約２０重量％の疎水性溶媒を含む。
【００３８】
　ポリシリコーン－１１は、Ｇｒａｎｔ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ、Ｅｌｍｗｏｏｄ　Ｐａ
ｒｋ、Ｎ．Ｊ．、Ｕ．Ｓ．Ａ．から、Ｇｒａｎｓｉｌの商品名で、様々なゲルとして市販
されている。この市販されている商品群のゲルは、エラストマー濃度、粘度、および溶媒
の種類において互いに異なる。
【００３９】
【表１】

【００４０】
　本発明による本組成物に適するその他のゲルは、
－Ｇｒａｎｓｉｌ　ＷＯ（登録商標）
ＩＮＣＩ：シクロペンタシロキサン（および）ポリシリコーン－１１（および）ラウリン
酸グリセリル（および）セチルＰＥＧ／ＰＰＧ１０／１ジメチコン（および）ＰＥＧ／Ｐ
ＰＧ－１８／１８ジメチコン
－Ｇｒａｎｓｉｌ　ＰＣ－１２－ＷＯ（登録商標）
ＩＮＣＩ：イソドデカン（および）ポリシリコーン－１１（および）ラウリン酸グリセリ
ル（および）セチルＰＥＧ／ＰＰＧ１０／１ジメチコン（および）ＰＥＧ－１０ジメチコ
ン



(9) JP 2011-513463 A 2011.4.28

10

20

30

40

50

－Ｇｒａｎｓｉｌ　ＷＯ－ＩＩ（登録商標）
ＩＮＣＩ：シクロペンタシロキサン（および）ポリシリコーン－１１（および）ラウリン
酸グリセリル（および）セチルＰＥＧ／ＰＰＧ１０／１ジメチコン（および）ＰＥＧ／Ｐ
ＰＧ－１８／１９ジメチコン
である。
【００４１】
　本発明による組成物に使用される特に好ましいポリシリコーン－１１は、
－Ｇｒａｎｓｉｌ　ＤＭＣＭ－５（登録商標）（ＩＮＣＩ名、ジメチコン（および）シク
ロペンタシロキサン（および）ポリシリコーン－１１）：ポリシリコーン－１１、低粘度
のジメチコン液（１～２０ｃｓｔ）、およびシクロメチコンからなるゲル、ならびに
－Ｇｒａｎｓｉｌ　ＷＯ（登録商標）シクロペンタシロキサン、ポリシリコーン－１１、
ラウリン酸グリセリル、セチルＰＥＧ／ＰＰＧ－１０／１ジメチコン、およびＰＥＧ／Ｐ
ＰＧ－１８／１８ジメチコンからなる（ＩＮＣＩ名、シクロペンタシロキサン（および）
ポリシリコーン－１１（および）ラウリン酸グリセリル（および）セチルＰＥＧ／ＰＰＧ
１０／１ジメチコン（および）ＰＥＧ／ＰＰＧ－１８／１８ジメチコン）
である。
－Ｇｒａｎｓｉｌ　ＤＭＩＤ（登録商標）
ＩＮＣＩ：ジメチコン（および）イソドデカン（および）ポリシリコーン－１１
－Ｇｒａｎｓｉｌ　ＰＣ－１２－ＷＯ（登録商標）
ＩＮＣＩ：イソドデカン（および）ポリシリコーン－１１（および）ラウリン酸グリセリ
ル（および）セチルＰＥＧ／ＰＰＧ１０／１ジメチコン（および）ＰＥＧ－１０ジメチコ
ン
【００４２】
光学的効果を有する固形粒子：
　本発明のエマルションは、好ましくは、０．５重量％より多い、少なくとも１つの光学
的効果を有する固形粒子を含む。
【００４３】
　好ましくは、ポリシリコーン－１１に対する固形粒子の重量比は、１から２の間、およ
び好ましくは１から１．５の間で含まれる。本発明のエマルションは、重量比がこれらの
範囲内にある場合、最も満足のいく物性（皮膚上での延しやすさ、柔軟で乾燥せず、脂っ
ぽくない感覚）を有することが見出される。
【００４４】
　本発明のエマルションは、少なくとも１つの光学的効果を有する固形粒子を、組成物の
全重量に対して、０．５重量％より多く、好ましくは０．５重量％から２０重量％、より
好ましくは１から１５重量％の範囲の比率で、例えば２から１２重量％、より正確には３
から１０重量％、好ましくは３重量％から７重量％含む。
【００４５】
　本発明の目的のために、固形粒子は、カプセル封入されなければエマルションに可溶性
であるカプセル封入材料を含む、エマルション中で本来不溶性である粒子と定義される。
【００４６】
　本発明において、光学的効果を有する固形粒子は、非常に大まかに言えば、化粧料組成
物中で、皮膚に適用される場合、皮膚上または皮膚からの透過光、反射光、もしくは散光
の方向または強度を改変する粒子と考えられ得る。したがって、本発明において定義され
る光学的効果を有する固形粒子は、次のカテゴリーに分けられてよい（ａ）可視光を吸収
して、その結果色彩効果を生み出す粒子、すなわち顔料および真珠、（ｂ）高い拡散反射
率、低い正反射率、および高い拡散透過率を有する粒子、すなわちソフトフォーカス粒子
、（ｃ）皮脂を吸収することによって、てかりを低減させ（皮膚のつや消し面を増加させ
る）、すなわち、つや消しパウダー、（ｄ）反射光の彩度を変化させる粒子。彩度は、色
の色相および飽和度に相当する。彩度が高ければ高いほど、色は飽和度が高くなる。この
特性を示す粒子は、構造体の明白な稜線の形を強調し、その結果スカルプティングまたは
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「モーフィング」または効果を生み出す。（ｅ）紫外線を吸収する粒子もまた、光学的効
果を有する粒子の定義に含まれる、したがって固形紫外線日焼け防止剤。（ｆ）シリコー
ンエラストマーなど、光学的効果を産生する高い屈折率を有する粒子。
【００４７】
（ａ）顔料および真珠粒子
　適切な顔料は、無機顔料または有機顔料を含む。有機顔料は一般に、レーキと呼ばれる
、認可された着色添加物の不溶性金属塩からなる。無機顔料としては、赤色、黒色、黄色
等の酸化鉄、ウルトラマリン、クロム、水酸化クロム着色料、およびそれらの混合物が挙
げられる。顔料の特定の例としては、二酸化チタン、Ｄ＆Ｃ赤色６号バリウムレーキ、Ｄ
＆Ｃ赤色７号カルシウムレーキ、Ｄ＆Ｃ赤色３４号カルシウムレーキ、ＦＤ＆Ｃ黄色号ア
ルミニウムレーキ、フェロシアン化鉄、赤色酸化鉄、黒色酸化鉄、雲母、オキシ塩化ビス
マス、グアニンが挙げられる。
【００４８】
　干渉顔料もまた、少なくとも１つの光学的効果を有する固形粒子として記述される。用
語「干渉顔料」は、干渉現象を通じて、例えば、異なる屈折率を有する複数の重畳層、特
に高い屈折率と低い屈折率とを有する連続層によって反射される光の間に、色を産出する
能力のある顔料を意味する。干渉顔料は、例えば、異なる屈折率を有する４つを超える層
を含み得る。干渉顔料の層は、核を取り囲んでも、または取り囲まなくてもよく、核は扁
平な形状を有しても、または有しなくてもよい。真珠は干渉顔料の例である。
【００４９】
　記述され得る真珠層としてもまた知られる真珠の例としては、酸化鉄によってコーティ
ングされた雲母チタン、オキシ塩化ビスマスでコーティングされた雲母、酸化クロムでコ
ーティングされた雲母チタン、特に上述の種類の有機染料でコーティングされた雲母チタ
ンなどの真珠箔、およびまたオキシ塩化ビスマスをベースとする真珠箔が挙げられる。真
珠の例はまた、表面が酸化金属および／または有機染料の少なくとも２つの連続層で重ね
られている雲母粒子であってよい。
【００５０】
　本発明の組成物中に使用される顔料および真珠は、血小板形、球形、細長い形もしくは
針のような形、または不整形、多孔性または非多孔性、荷電または非荷電であってよい。
顔料および真珠が、表面特性を改良、変化、または改質するための様々な方法によって、
表面コーティングされる、またはされなくてよいことは、当業者によってよく知られてい
る。
【００５１】
（ｂ）ソフトフォーカス粒子
　高い拡散反射率、低い正反射率、および高い拡散透過率を有する、別名、ソフトフォー
カスパウダーまたはぼかし剤として知られる粉末が、しわおよび欠陥部の谷と稜線との間
の明度の差を減少させることによって、皮膚により滑らかな外観を与えることが知られて
いる。
【００５２】
　ソフトフォーカス効果を有する粉末の例としては、雲母、雲母チタン、アルミナ、ケイ
酸アルミニウム、シリカ、ヒュームドシリカ、シリル化シリカ、二酸化チタン、および絹
雲母などの天然由来または合成由来の粉末、日本の日揮触媒化成株式会社によって商品名
Ｃｏｖｅｒｌｅａｆ　ＡＲ－８０として販売されているものなどの滑石／二酸化チタン／
アルミナ／シリカ複合粉体が挙げられる。
【００５３】
　ソフトフォーカス効果を有する非鉱物粉末としては、ポリアミド、（例としては、例え
ば平均径１０ミクロンを有するＡｔｏｆｉｎａのＯｒｇａｓｏｌ型ナイロン１２粒子など
のナイロン（登録商標）パウダー、例えばＷａｃｋｅｒによってＣｏｖａｂｅａｄ　ＬＨ
８５の名称で販売されている中空のＰＭＭＡ球などのポリ（アクリル酸（メタクリル酸）
メチル）、およびその他のアクリル酸塩コポリマーポリエチレン、絹パウダー、ポリウレ
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タン、ジイソシアン酸ヘキシルデシルトリメチロールヘキシルラクトンクロスポリマーな
らびにシリカ、微粒子化テフロン（登録商標）（ＰＴＦＥ）、窒化ホウ素が挙げられる。
多くのソフトフォーカスパウダーは、鉱物成分と非鉱物成分の複合体である。例えば、Ｓ
ＡＣＩ　ＣＦＰＡによって販売されているＵｒｅｔｅｎｄｅｒ　Ｖ（登録商標）の商品群
は、雲母、二酸化チタン、およびポリウレタンからなる。
【００５４】
（ｃ）皮膚のつや消し粒子
　皮膚のつや消しパウダーは主に、皮脂および皮膚によって吸着されない組成物の過剰な
油を吸着することによって、皮膚のてかりを低減させるために使用される。
【００５５】
　つや消しパウダーの例は、つや消し剤としても作用する上述のソフトフォーカスパウダ
ー、例えば、滑石、デンプン、雲母、コーティングされている、またはされていない可能
性があるシリカ、ナイロンパウダー、ＰＴＦＥ、ポリエチレンパウダー、ポリ－ベータ－
アラニンまたはポリクリル酸（メタアクリル酸）（メチル）パウダーであり得る。全て過
剰な皮脂を吸収する能力を有する。また、つや消しパウダーの例として、ビニルピロリド
ン／１－トリアコンテンコポリマー（米国特許出願第２００２１８２１５８号）、スチレ
ン－アクリル系（ＥＰ１１０３２４５）またはメラミン－ホルムアルデヒドもしくは尿素
－ホルムアルデヒド（米国特許第６２８４２８１号）樹脂粒子を挙げることもできる。
【００５６】
（ｄ）スカルプティングまたは「モーフィング」粒子
　「モーフィング」粒子は、構造特性、特に顔に適用される場合、スカルプティング効果
をもたらす粒子である。特に、これらの物質は光のあたる顔の領域と陰になる顔の領域と
の間の視覚コントラストを向上させて、その結果、より顔の「彫りが深くなる」ようにす
る。
【００５７】
　これらの物質は、鱗状形態の二酸化チタンなどの単純無機化合物（例えば、日本の石原
産業株式会社のＴＦ－１７－Ｅ（登録商標））であってよく、または鉱物基板層、例えば
、雲母またはシリカを有する複合粉体であってよい。最近、着色剤によってコーティング
された有機ポリマーに由来する光学的異方性物質が、そのモーフィング特性のために、奨
励されてきた。日本の大東化成工業株式会社の「３Ｄ－ＴＥＣＨ」（登録商標）は、この
種類の物質の例である。「３Ｄ－ＴＥＣＨ」は、このモーフィング効果を現す有機顔料で
コーティングされたＰＭＭＡ半球からなる。
【００５８】
　同様に、上述のこれらの「モーフィング」粒子のいずれも、疎水性コーティングによっ
てコーティングされてよい。
【００５９】
（ｅ）固形紫外線フィルター粒子
　本発明の目的のための固形紫外線フィルターは、エマルション中で可溶性ではないそれ
らの紫外線吸収剤である。固形紫外線フィルターは、有機または無機であってよい。
【００６０】
　無機の紫外線フィルターは、本発明の組成物中に含まれてよい。無機の紫外線フィルタ
ーは、例えば酸化チタンの顔料（非結晶、またはルチルおよび／もしくは鋭錐石形に結晶
している）、酸化鉄の顔料、酸化亜鉛の顔料、酸化ジルコニウムの顔料、もしくは酸化セ
リウムの顔料、またはそれらの混合物などの、コーティングされている、またはコーティ
ングされていない酸化金属の顔料（主要粒子の平均径：一般に５ｎｍから１００ｎｍ、好
ましくは１０ｎｍから５０ｎｍ）から選択されてよい。従来のコーティング剤は、さらに
、アルミナおよび／またはステアリン酸アルミニウムである。市販の二酸化チタンの例は
、ともにＧｒａｎｔ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓによって販売されているＵＶ　Ｃｕｔ　Ｔｉ
Ｏ２およびＵＶ　Ｃｕｔ　ＴｉＯ２－４０ＤＭ（登録商標）である。これらは、それぞれ
、シクロペンタシロキサンおよび低粘度（５ｃＳｔ）ジメチコン中の主要粒子サイズ１６
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【００６１】
（ｆ）高屈折率粒子
　高い固有の屈折率を有する物質、好ましくはポリシリコーン－１１とは異なるシリコー
ンエラストマーによって、顔色を統一する一方で、抗しわ／細線効果、皮膚の滑らかさ、
光輝を与える強いぼかし効果を提供することによる皮膚全体の外観の向上を達成できる。
【００６２】
　ポリシリコーン－１１ではないシリコーンエラストマーの例は、一般式
Ｒ３－Ｓｉ－Ｏ－（ＳｉＲ２－Ｏ）ｎ－ＳｉＲ３

（Ｒは、アルキル基またはアリール基などの同一のまたは異なる一価の有機基である）
を有するオルガノポリシロキサンクロスポリマー（米国特許第４９８０１６７号）である
。これらの分子は、架橋の化学的性質および度合いに関して様々であり、したがって、膨
張能力を含む、異なる物理的特性をもたらす。例は、Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅ　Ｗｉｌｔｏｎ
、Ｃｏｎｎｅｃｔｉｃｕｔ、Ｕ．Ｓ．Ａ．からＶｅｌｖｅｓｉｌ１２５の商品名で販売さ
れているアルキルセテアリルジメチコンクロスポリマー、Ｄｏｗ　ＣｏｒｎｉｎｇからＤ
ｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ９０１１として市販されているＰＥＧ－１２ジメチコンクロスポリ
マー、Ｓｈｉｎ－Ｅｔｓｕ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅ　ｏｆ　Ａｍｅｒｉｃａ、Ａｋｒｏｎ　Ｏ
ｈｉｏ、Ｕ．Ｓ．Ａ．からＫＳＧ－１５として市販されているジメチコンビニルジメチコ
ンクロスポリマーである。
【００６３】
　さらに、これらのエラストマーは、シリコーン樹脂、例えば、参照によってその内容が
組み込まれる米国特許第５，５３８，７９３号に記載の、例えばシルセスキオキサン樹脂
でコーティングされた粉末の形態であってよい。
【００６４】
　球状粉末の形態のその他のエラストマーのオルガノポリシロキサンは、例えば信越化学
工業株式会社によって「ＫＳＰ－２００」の名称で販売されているフルオロアルキル基で
官能化されたハイブリッドシリコーンの粉末、例えば信越化学工業株式会社によって「Ｋ
ＳＰ－３００」の名称で販売されているフェニル基で官能化されたハイブリッドシリコー
ンの粉末であってよい。
【００６５】
シリコーンベースの乳化剤：
　油中水型乳化（エマルション）組成物は、典型的に、乳化組成物の重量に対して、約０
．２５重量％から約７重量％の量で、より好ましくは約０．５重量％から約３重量％の量
で、さらにより好ましくは約０．５重量％から約１．５重量％の量でシリコーン乳化剤を
含む。
【００６６】
　本発明のシリコーンベースの乳化剤は、乳化特性を有する直鎖または分岐シリコーンを
含む。一般に、乳化特性は、ポリエーテル基で変性することによって提供される。さらに
、シリコーンはアルキル変性であってよい。
【００６７】
　シリコーンベースの乳化剤は架橋されていてもよく、したがってポリエーテル変性シリ
コーンエラストマーからなる。
【００６８】
　本発明における使用に適する好ましいシリコーン乳化剤は、一般式（Ｉ）：
【００６９】
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【化１】

を有する乳化剤を含む
（式中、Ｘは、約１個から約１６個の炭素原子を有する水素、アルキル、アルコキシ、お
よびアシル基からなる群から選択され、
ｎは、約１から約１００であり、
ｍは、約１から約４０であり、
ｘおよびｙは、独立して、約１０から約２０００である）。
【００７０】
　本組成物における使用に適するシリコーン乳化剤としては、限定されるものではないが
、その架橋された形態を含めて、ジメチコンコポリオール、セチルジメチコンコポリオー
ル、ラウリルメチコンコポリオール、およびそれらの混合物が挙げられる。
【００７１】
　ジメチコンコポリオールは、好ましくは、オキシプロピレン化およびオキシエチレン化
ポリジメチルシロキサンである。ジメチコンコポリオールは、炭素原子が８個より多い、
特にＣ８～Ｃ２２のアルキル基を含むことができる。
【００７２】
　使用され得るジメチコンコポリオールは、以下の式（ＩＩ）：
【００７３】

【化２】

に相当するジメチコンコポリオールを含む
（式中、
Ｒ１、Ｒ２、およびＲ３は、互いに独立して、Ｃ１～Ｃ６アルキル基、または基－（ＣＨ
２）ｘ－（ＯＣＨ２ＣＨ２）ｙ－（ＯＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２）ｚ，－ＯＲ４を表し、
少なくとも１個の基Ｒ１、Ｒ２、またはＲ３は、アルキル基ではなく、
Ｒ４は、水素、Ｃ１～Ｃ３アルキル基、またはＣ２～Ｃ４アシル基である、
ＡおよびＢは同時に０に等しくないという条件付きで、
Ａは、０から２００の範囲の整数であり、
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Ｂは、０から５０の範囲の整数である、
ｘは、１から６の範囲の整数であり、
ｙは、１から３０の範囲の整数であり、ならびに
ｚは、１から５の範囲の整数である）。
【００７４】
　本発明の好ましい一実施形態によると、式（ＩＩ）の化合物において、Ｒ１＝Ｒ３＝メ
チル基であり、ｘは２から６の範囲の整数であり、ｙは４から３０の範囲の整数である。
Ｒ４は、特に水素である。
【００７５】
　本組成物は、少なくとも１つのＣ８～Ｃ２２アルキルジメチコンコポリオールを含むこ
とができる。本発明による組成物中に存在するＣ８～Ｃ２２アルキルジメチコンコポリオ
ールは、特に、オキシプロピレン化およびオキシエチレン化ポリメチル（Ｃ８～Ｃ２２）
アルキルジメチルメチルシロキサンであってよい。
【００７６】
　Ｃ８～Ｃ２２アルキルジメチコンコポリオールが、以下の式（ＩＩＩ）：
【００７７】
【化３】

の化合物であると、有利である
（式中、
ＰＥは、（－Ｃ２Ｈ４Ｏ）ｘ－（Ｃ３Ｈ６Ｏ）ｙ－Ｒを表し、Ｒは、水素原子および１個
から４個の炭素原子を含むアルキル基から選択され、ｘは１から１００の範囲であり、ｙ
は１から８０の範囲であり、
ｍは１から４０の範囲であり、
ｎは１０から２００の範囲であり、
ｏは１から１００の範囲であり、
ｐは７から２１の範囲であり、および
ｑは０から４の範囲である）。
【００７８】
　特に、Ｒ＝Ｈ、ｍ＝１から１０、ｎ＝１０から１００、ｏ＝１から３０、ｐ＝１５、お
よびｑ＝３。
記述され得るＣ８～Ｃ２２アルキルジメチコンコポリオールは、セチルジメチコンコポリ
オール、例えばＧｏｌｄｓｃｈｍｉｄｔ社によってＡｂｉｌ　ＥＭ－９０の名称で販売さ
れている製品を含む。
【００７９】
　好ましいシリコーン乳化剤の具体例としては、限定されるものではないが、
－ＩＮＣＩ名としてＰＥＧ／ＰＰＧ－１８／１８ジメチコンを有するＤＣ５２２５Ｃ、Ｄ
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ている）などのジメチコンコポリオール、
－ＳＦ１２２８、ＳＦ１３２８、およびＳＦ１５２８（Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｅｌｅｃｔｒｉ
ｃ　Ｃｏ．から市販されている）、
－Ｓｉｌｗｅｔ　Ｌ－７６０２およびＳｉｌｗｅｔ　Ｌ－７６２２（ＣＫ　Ｗｉｔｃｏか
ら市販されている）、
－全てＧｏｌｄｓｍｉｔｈから市販されている、Ａｂｉｌ　ＷＥ－０９（ＩＮＣＩ名イソ
ステアリン酸ポリグリセリル－４（および）セチルジメチコンコポリオール（および）ラ
ウリン酸ヘキシル）、Ａｂｉｌ　ＷＳ－０８およびＡｂｉｌ　ＥＭ９０（ＩＮＣＩ名セチ
ルＰＥＧ／ＰＰＧ－１０／１ジメチコン）などのセチルジメチコンコポリオール、
－Ｂｅｌｓｉｌ　ＳＰＧ１２８ＶＰ（Ｗａｃｋｅｒから市販されている）などのオクチル
ジメチコンエトキシグルコシドコポリオール、
－ＫＧＳ２１（Ｓｈｉｎ　Ｅｔｓｕから市販されている）などのジメチコンコポリオール
クロスポリマー、ならびに
－Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｃｏｒｐ．から市販されているＤＣ５２００などのラウリル
メチコンコポリオール
が挙げられる。
【００８０】
　シリコーン乳化剤は、シクロペンタシロキサン、ポリシリコーン－１１、ラウリン酸グ
リセリル、セチルＰＥＧ／ＰＰＧ－１０／１ジメチコン、ＰＥＧ／ＰＰＧ－１８／１８ジ
メチコンからなるＧｒａｎｓｉｌ　ＷＯ中のように、ポリシリコーン－１１とのプレブレ
ンドとして存在してよい。
【００８１】
安定剤：
　必須ではないが、本発明の組成物はまた、ゲル化剤、電解質、または増粘剤などの安定
剤を含んでもよい。ゲル化剤は、変性または非変性カルボキシビニルポリマー、ポリアク
リルアミド、変性または非変性粘土、多糖バイオポリマー、アルギン酸塩、変性または非
変性セルロース、およびそれらの混合物から選択できる。
【００８２】
　ゲル化剤は、少なくとも１つの他のコモノマーとの２－アクリルアミド２－メチルプロ
パンスルホン酸（ＡＭＰＳ）のコポリマーであってよい。ＡＭＰＳモノマーは、遊離形態
または中和されたもしくは部分的に中和された形態であってよい。コモノマーは、疎水性
であっても、または疎水性でなくてよい。コモノマーは、少なくとも１つの疎水性部分を
有するエチレン性不飽和モノマーからなる群から選択されてよい。
【００８３】
　かかるコモノマーは、アクリル酸塩および式ＩＶ
【００８４】
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【化４】

のアクリルアミドから選択されてよい
（式中、
Ｒ１およびＲ３、同一または異なり、水素原子または直鎖Ｃ１～Ｃ６アルキル基または分
岐Ｃ３～Ｃ６アルキル基であり、
ＹはＯまたはＮＨであり、
Ｒ２は、６個から５０個の炭素原子を含む炭化水素基であり、
ｘは、０から１００の数字である）。
【００８５】
　本発明の好ましい実施形態によると、Ｒ１はメチル基である。また好ましくは、Ｒ２は
、ｎ－ドデシルまたはｎ－ベヘニル基など、６個から３０個の炭素原子、より好ましくは
１２個から２２個の炭素原子を好ましくは含む、直鎖、分岐、または環状アルキル基であ
る。Ｒ３は好ましくはＨであり、したがってコモノマーは、少なくとも１つのオキシエチ
レン鎖を含む。代替として、Ｒ３はメチル基であってよく、したがってコモノマーは、少
なくとも１つのオキシプロピレン鎖を含む。さらに、ｘは好ましくは、少なくとも１であ
り、３から１００、好ましくは３から５０、より好ましくは７から２５の範囲であり得る
。最も好ましくは、ｘは２５である。好ましい実施形態において、ｙはＮＨである。
【００８６】
　その他のコポリマーは、米国特許出願公開第２００６／０２３９９４２号に記載の、少
なくとも１つの水溶性コモノマーとのＡＭＰＳのコポリマーを含み、その米国特許出願公
開の内容は、参照により本明細書に組み込まれる。かかるコモノマーの例は、アクリルア
ミド（メタクリルアミド）、無水マレイン酸、Ｎ－ビニルピロリドンなどのＮ－ビニルラ
クタム、ビニルアルコール、および（ヒドロキシ）Ｃ１～Ｃ６－アクリル酸アルキル（メ
タクリル酸アルキル）である。かかるコポリマーの例は、次のＩＮＣＩ名、アクリロイル
ジメチルタウリン酸アンモニウム／ＶＰコポリマーを有する。
【００８７】
　いずれの場合においても、結果として生じるコポリマーは、架橋されていても、非架橋
であってよい。結果として生じるコポリマーは、好ましくは、架橋されている。
【００８８】
　本発明による組成物中に含まれる安定剤は、上述のゲル化剤、電解質、ポリオール、お
よび親水コロイドから選択することができる。ポリオールの例としては、グリセリン、ジ
グリセリン、トリグリセリン、ポリグリセリン、ポリエチレングリコール、およびソルビ
トールが挙げられる。
【００８９】
　安定剤は、組成物の重量に対して、好ましくは０．０１から５重量％、より好ましくは
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０．０５から３重量％、より好ましくは０．１から１重量％の少量で存在する。
【００９０】
追加成分：
　本組成物はさらに、非シリコーン乳化剤、好ましくは共乳化剤として作用する乳化剤を
含んでよい。
【００９１】
　含まれ得る非シリコーンベースの乳化剤は、非イオン性、陰イオン性、陽イオン性、ま
たは両性であってよく、特に、例えばラウリン酸グリセリルなどの脂肪酸とグリセロール
とのエステル、脂肪酸とソルビタンとのエステル、脂肪酸とポリエチレングリコールとの
エステルなど、脂肪酸とポリオールとのエステル；脂肪酸とショ糖とのエステル；脂肪ア
ルコールとポリエチレングリコールとのエステル；アルキルポリグルコシド；ベタインお
よびその誘導体；ポリクオタニウム；エトキシル化脂肪アルコールの硫酸塩；スルホコハ
ク酸塩；サルコシネート；アルキル－およびジアルキルリン酸塩ならびにそれらの塩；お
よび脂肪酸の石鹸などであってよい。
【００９２】
　本発明の組成物は、塗膜形成要素、すなわち塗膜形成特性を有するとして化粧品の技術
分野において一般に知られているそれらの分子を含んでよい。これらは分子であり、単独
で、または補助の塗膜形成剤の存在下で、皮膚または唇に付着する連続塗膜を形成する能
力のある、しばしば合成のポリマーまたは天然に生じるポリマーである。組成物中に使用
され得る塗膜形成要素の例としては、アクリルポリマー、ポリウレタン、ポリエステル、
ポリアミド、ポリ尿素、およびセルロースポリマーが挙げられる。塗膜形成要素は、化粧
料組成物の全重量に対して０．０５～５重量％の濃度で存在してよい。
【００９３】
　本発明の組成物はまた、肌調整剤（保湿剤、剥離剤、または皮膚軟化剤など）も含んで
よい。かかる薬剤の例としては、ブチロスパーマムパーキー（別名シアバターとして知ら
れている）、ヒアルロン酸、乳酸ナトリウム、マンニトール、アミノ酸、ビタミン、尿素
、ワセリン、およびそれらの混合物が挙げられる。これらの薬剤は、化粧料組成物の全重
量に基づき、一般に約０．１重量％から約１０重量％の範囲の量で、本発明の組成物中に
存在する。
【００９４】
　香料の他に、美容術において一般に使用される保存料および抗酸化剤もまた、本発明の
組成物中に使用されてよい。抗酸化剤の例は、パルミチン酸アスコルビル、テトライソパ
ルミチン酸アスコルビル、アスコルビルグリコシド、リン酸アスコルビルマグネシウム、
リン酸アスコルビルナトリウム、およびソルビン酸アスコルビルを含むアスコルビン酸な
らびにその誘導体；酢酸トコフェリル、ソルビン酸トコフェリル、およびトコフェロール
のその他のエステルなどのトコフェロールならびにその誘導体；ＢＨＴおよびＢＨＡであ
る。
【００９５】
　かかる添加剤等の例は、特にＣＴＦＡ　Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ（ｔｈｅ　Ｃｏｓｍｅｔ
ｉｃ，Ｔｏｉｌｅｔｒｙ　ａｎｄ　Ｆｒａｇｒａｎｃｅ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ発行の
Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃ　Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ　Ｄｉｃｔｉｏ
ｎａｒｙ　ａｎｄ　Ｈａｎｄｂｏｏｋ、１０版、２００４年）に掲載されている。
【００９６】
有効成分：
　１種または複数種の有効成分は、全組成物の重量の０．００１～１０重量％の濃度で、
本発明の組成物中に存在してよい。本発明の組成物中に含まれ得る抗老化剤としては、ア
シルアミノ酸（例えばＳＥＤＥＲＭＡのＭａｘｉｌｉｐ、Ｍａｔｒｉｘｙｌ３０００、も
しくはＢｉｏｐｅｐｔｉｄｅ　ＣＬ（登録商標）、またはＳＥＰＰＩＣのＳｅｐｉｌｉｆ
ｔ（登録商標））、エンドウ（Ｐｉｓｕｍ　ｓａｔｉｖｕｍ）抽出物、加水分解大豆タン
パク質、マンヌロン酸メチルシラノールなどのメチルシラノール誘導体、加水分解ペポカ
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ボチャ（ｃｕｃｕｒｂｉｔａ　ｐｅｐｏ）シードケーキ、およびセネデスムス属（Ｓｃｅ
ｎｅｄｅｓｍｕｓ）抽出物が挙げられる。
【００９７】
　モリンガプテリゴスペルマ（Ｍｏｒｉｎｇａ　ｐｔｅｒｙｇｏｓｐｅｒｍａ）種抽出物
などの抗汚染剤もまた含まれてもよい。
【００９８】
　α－ヒドロキシ酸（例えばグリコール酸、乳酸、クエン酸、リンゴ酸、マンデル酸、ま
たは酒石酸）およびβ－ヒドロキシ酸（例えばサリチル酸）、ならびにＣ１２～１３乳酸
アルキルなどのそれらのエステルなど、角質溶解薬、およびハイビスカス（Ｈｉｂｉｓｃ
ｕｓ　ｓａｂｄｒｉｆｆａ）抽出物などのこれらヒドロキシ酸を含む植物抽出物もまた、
含まれてもよい。
【００９９】
　ビサボロ－ル、アラントイン、トラネキサム酸、酸化亜鉛、硫黄酸化物およびその誘導
体、コンドロイチン硫酸、グリシリジン酸およびグリシルリジン酸塩などのその誘導体、
ならびにそれらの混合物などの抗炎症剤は、本発明の組成物中に含まれてよい。
【０１００】
　本発明のエマルションは、好ましくはファンデーションとして、顔および／または唇も
しくはまぶたをメークアップするための使用に適している。本発明のエマルションはまた
、メークアップのための下地としてまたは身体もしくは顔上に適用される肌の手入れ用ク
リームとして、使用されてもよい。本発明のエマルションは、液体、クリーム、ゲル、ま
たは半固形の形態であってよい。
【０１０１】
　本発明のエマルションはまた、紫外線損傷に対して皮膚および／または唇を保護するた
めに、皮膚および／または唇に適用されてもよい。
【０１０２】
　油中水滴型組成物は好ましくは、組成物の重量に対して、好ましくは１０から４０重量
％の間、より好ましくは１０から３０重量％の間、例えば２０から２５重量％の間の低い
水分含有量を有する。
【０１０３】
組成物の調製のための方法：
　本発明はまた、上述の組成物の調製のための一般的な方法を提供する。
【０１０４】
　上述のエマルションを調製する方法によると、
１－疎水性溶媒中にポリシリコーン－１１を分散し、ゲルを形成するステップ、
２－前記ゲルにシリコーン乳化剤を添加し、水相と混合するステップ、
３－少なくとも１つの光学的効果を提供する固形粒子を添加するステップ
を、この順番または別の順番で実施することができる。
【０１０５】
　第１のステップによると、ポリシリコーン－１１はすでに溶媒中に（例えばビヒクルが
シクロメチコンであるＧｒａｎｓｉｌ　ＤＭＣＭ－５中に、ビヒクルがイソドデカンであ
るＧｒａｎｓｉｌ　ＰＣ－１２中に）提供されてよい。そうでない場合、溶媒中にポリシ
リコーン－１１を事前に分散し、次にシリコーン乳化剤と組み合わせるべきである。
【０１０６】
　２つの好ましい実施形態において、シリコーン乳化剤およびポリシリコーン－１１の一
部は、Ｇｒａｎｓｉｌ　ＷＯおよびＧｒａｎｓｉｌ　ＰＣ１２ＷＯ（登録商標）の商品名
で市販されている事前分散系として提供される。
【０１０７】
　残りのポリシリコーン－１１は、本方法のステップ（１）またはその後の段階で添加さ
れてよい。第２のステップ（２）において、別の容器内で水相を形成し、次に、前のステ
ップのポリシリコーン－１１の混合物に添加する。
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【０１０８】
　第３のステップ（３）の前に、皮膚軟化剤、保存料、および／または香料などの油成分
を組み合わせ、次に、ポリシリコーン－１１の混合物に添加することができる。疎水性／
親水性に従って、水相または油成分のいずれかに、有効成分を添加する。
【０１０９】
　ステップ（３）によって、残りの組成物に、光学的効果を有する固形粒子を添加する。
粒子の添加は、本方法中の異なるステップにおいて、いくつかの方法で実行することがで
きる。シリコーン乳化剤の添加の前または後のいずれかで、ステップ（１）の間に、ポリ
シリコーン－１１に粒子を直接添加してよい。ステップ（２）において、水相に粒子を直
接添加してよい。代替方法として、ポリシリコーン－１１の一部または全部のいずれかの
中に、光学的効果を有する固形粒子を事前分散してよく、次にステップ（１）の間または
第４のステップ中のいずれかで、混合物にこの事前分散系を添加する。
【０１１０】
　ポリシリコーン－１１中の事前分散系としてではなく、組成物中に固形粒子を直接添加
する場合、固形粒子を添加する前に、配合物中にポリシリコーン－１１の全量が存在する
ことが好ましい。そうしないと、エマルションは安定し得ず、相分離が起こり得る。
【０１１１】
　好ましい実施形態において、ステップ（１）で、全ポリシリコーン－１１の小部分を添
加し、次に、上で概要を述べたとおり、ステップ（２）および（３）を実行する。ポリシ
リコーン－１１の残りの部分の中に、顔料を事前分散し、第４のステップにおいて、主要
混合物に、この事前分散系を添加する。一般に、保存料は最後のステップで添加する。
【０１１２】
顔をメークアップする方法
　皮膚をメークアップするとは、皮膚にメークアップ組成物を適用し、および／またはそ
の結果皮膚の欠陥部を隠し、顔色を統一し、皮膚変色およびしわの外観を低減させ、必要
であれば、脂性皮膚のてかる外観を低減させることを含むと一般的に理解されている方法
である。本発明は、皮膚および／もしくは唇をメークアップする方法、ならびに／または
局所的に皮膚および／もしくは唇上にエマルションを適用することを含む、紫外線損傷に
対して皮膚を保護する方法を含む。
【０１１３】
　本発明の組成物は、手によって適用されてよい。代替として、またはそれと共に、本発
明の組成物は、スポンジ、綿、ブラシ、および天然材料または合成材料のパフなどの塗布
具を通じて適用されてよい。さらに、塗布具は、容器に付属していてよく、前記容器は化
粧料組成物のための貯蔵部として役立つ。化粧料組成物のための貯蔵部として役立つ容器
は、ポンプまたはスプレーまたは組成物を分配するためのその他の装置と一緒に配置され
てよい。
【０１１４】
　導入部で述べたように、ほとんどのメークアップ組成物の不都合の１つは、皮膚上に適
用後数時間たつと、乾燥しているように見え、および／または感じられ始め得ることであ
る。一般的に、皮膚上に「新しく適用された」外見および感覚を達成するために、化粧を
完全に取り除き、再適用しなければならい。驚いたことに、いったん皮膚に適用された本
発明のエマルションは、前に適用されたエマルション層の上に、第２組成物として適用さ
れる水または非シリコーン油のさらなる量を容易に吸収することができることがわかった
。したがって、本発明のエマルション、例えばメークアップ化粧料は、適用し、さらなる
量の水もしくは水性組成物、または非シリコーン油もしくは非シリコーン含有油ベースの
組成物中に、機械的に混合することによって、新鮮になり得る。
【０１１５】
　本発明のエマルションを再生するためのこの第２組成物は、液体、ゲル、またはクリー
ムの形態であってよい。第２組成物は、指を使用して、または塗布具を使用して、または
スプレー、スプリッツ（spritz）、ポンプ、もしくは他の分配器具を使用して、直接皮膚
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皮膚に適用される水溶液である。
【０１１６】
　第２組成物は、以前の段落に挙げられた保存料および／または活性剤のいずれかを含ん
でよい。有効成分（１種または複数種）は、全組成物の０．００１～１０重量％の範囲で
存在してよい。好ましい実施形態において、メークアップ化粧料を再生するための第２組
成物は、およそ１．２５％マラカイト抽出物を含む水溶液である。マラカイトはその抗酸
化活性で伝統的に知られてきた。
【０１１７】
　皮膚への適用後、第２組成物は、皮膚上にすでに存在する、前に適用された乳化組成物
中に機械的に混合される。機械的混合は、指を使用して、軽くたたくこともしくは穏やか
に擦り込むことによって、またはスポンジ、カット綿、もしくは、天然材料もしくは合成
材料のパフなどの塗布具を使用することによって実行されてよい。したがって、例えば朝
に皮膚上に適用された化粧品は、例えば２～１２時間後、第２組成物、例えば水溶液を適
用し、適用された第２組成物を化粧層中に混合することによって再生することができる。
メークアップは再生し、あたかも新たに適用されたように見える。色はそのまま残り、し
ま状にならない。
【０１１８】
部品キット：
　本発明は、２個の容器を含む部品キットを提供する。第１容器は、本発明のエマルショ
ンを含むメークアップ組成物のための貯蔵部として役立ち、以前の段落に記載された形態
を有することができる。第２容器は、メークアップを再生するために使用される第２組成
物のための貯蔵部として役立つ。第２容器は、スプレーするための、または別の方法で組
成物を分配するための器具を取り付けている可能性がある。２個の容器は、互いに接続し
ていない２個の別々の実体であってよく、または互いに部分的にもしくは完全に接続して
いてもよい。したがって、キットは、第１組成物および第２組成物を別々に保持する少な
くとも２個の副容器または副区画の形態であってよく、これらの副区画は、物理的に一緒
に連結されているか、または別の主要容器内に保持されているかのいずれかである。
【実施例】
【０１１９】
　安定性について、実施例１に記載される組成物を試験し、感覚効果について、実施例１
Ａを試験した（実施例２参照）。実施例３は、本発明部分ではないエマルションの比較用
の安定性研究である。
【０１２０】
　本発明の組成物は安定しているばかりでなく、下記の実施例３の結果によって確認され
るとおり、驚くほどに、および全く予期されない優位な感覚特性を有し、実施例３におい
ては、２０人の感覚専門家からなる一団が、多数の市販製品および従来の化粧品に対して
、本発明の好ましい遂行である実施例１を評価した。
【０１２１】
　当業者にとって従来的である方法において、以下の化合物を調製できる。下記に示され
た量は、重量パーセントとして表されている。
【実施例１】
【０１２２】
化粧料組成物
実施例１Ａ：ファンデーション化粧料
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【表２】

 
【０１２３】
　上記組成物を調製するために、２５℃で容器中に列１を入れる。別の容器中で列２の成
分を調製し、均一になるまで混合する。次に、プロペラ型混合を使用して、列２を列１に
添加し、均一になるまで混合する。別の容器中で列３を調製し、均一になるまで混合する
。次に、プロペラ型混合を使用して、列３を列１および列２に添加する。別の容器中で列
４を調製し、均一になるまで混合する。最後に、列４を前に調製した混合物に添加する。
プロペラ型混合で、均一になるまで混合する。
【０１２４】
　エマルションは安定している。すなわち、粒子はよく分散されたままであり、２０℃で
１カ月間貯蔵した後、相分離が観察されない。さらに、独特な感覚品質が得られる。
【０１２５】
実施例１Ｂ：ファンデーション化粧料



(22) JP 2011-513463 A 2011.4.28

10

20

30

40

【表３】

【０１２６】
　上記組成物を調製するために、２５℃で容器中に列１を入れる。別の容器中で列２の成
分を調製し、均一になるまで混合する。次に、プロペラ型混合を使用して、列２を列１に
添加し、均一になるまで混合する。別の容器中で列３を調製し、均一になるまで混合する
。次に、プロペラ型混合を使用して、列３を列１および列２に添加する。別の容器中で列
４を調製し、均一になるまで混合する。最後に、列４を前に調製した混合物に添加する。
プロペラ型混合で、均一になるまで混合する。
【０１２７】
　エマルションは安定している。すなわち、粒子はよく分散されたままであり、２０℃で
１カ月間貯蔵した後、相分離が観察されない。
【０１２８】
実施例１Ｃ：ファンデーション化粧料
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【表４】

【０１２９】
　上記組成物を調製するために、２５℃で容器中に列１を入れる。別の容器中で列２の成
分を調製し、均一になるまで混合する。次に、プロペラ型混合を使用して、列２を列１に
添加し、均一になるまで混合する。別の容器中に列３を調製し、均一になるまで混合する
。次に、プロペラ型混合を使用して、列３を列１および列２に添加する。別の容器中で列
４を調製し、均一になるまで混合する。最後に、列４を前に調製した混合物に添加する。
プロペラ型混合で、均一になるまで混合する。
【０１３０】
　エマルションは安定している。すなわち、粒子がよく分散されたままであり、２０℃で
１カ月間貯蔵した後、相分離が観察されない。
【０１３１】
実施例１Ｄ：ファンデーション化粧料
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【表５】

【０１３２】
　上記組成物を調製するために、２５℃で容器中に列１を入れる。別の容器中で列２の成
分を調製し、均一になるまで混合する。次に、プロペラ型混合を使用して、列２を列１に
添加し、均一になるまで混合する。別の容器中で列３を調製し、均一になるまで混合する
。次に、プロペラ型混合を使用して、列３を列１および列２に添加する。別の容器中で列
４を調製し、均一になるまで混合する。最後に、列４を前に調製した混合物に添加する。
プロペラ型混合で、均一になるまで混合する。
【０１３３】
　エマルションは安定している。すなわち、粒子がよく分散されたままであり、２０℃で
１カ月間貯蔵した後、相分離が観察されない。
【０１３４】
実施例１Ｅ：ファンデーション化粧料
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【表６】

【０１３５】
　上記組成物を調製するために、２５℃で容器中に列１を入れる。別の容器中で列２の成
分を調製し、均一になるまで混合する。次に、プロペラ型混合を使用して、列２を列１に
添加し、均一になるまで混合する。別の容器中で列３を調製し、均一になるまで混合する
。次に、プロペラ型混合を使用して、列３を列１および列２に添加する。別の容器中で列
４を調製し、均一になるまで混合する。最後に、列４を前に調製した混合物に添加する。
プロペラ型混合で、均一になるまで混合する。
【０１３６】
　エマルションは安定している。すなわち、粒子がよく分散されたままであり、２０℃で
１カ月間貯蔵した後、相分離が観察されない。
【０１３７】
実施例１Ｆ：化粧下地
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【表７】

【０１３８】
　上記組成物を調製するために、２５℃で容器中に列１を入れる。別の容器中で列２の成
分を調製し、均一になるまで混合する。次に、プロペラ型混合を使用して、列２を列１に
添加し、均一になるまで混合する。別の容器中で列３を調製し、均一になるまで混合する
。次に、プロペラ型混合を使用して、列３を列１および列２に添加する。
【０１３９】
　エマルションは安定している。すなわち、粒子がよく分散されたままであり、２０℃で
１カ月間貯蔵した後、相分離が観察されない。
【実施例２】
【０１４０】
感覚試験
　２つの異なる感覚方法によって、ファンデーション実施例１Ａのファンデーション感覚
特性を試験した。
【０１４１】
感覚試験１：
　実施例１Ａのメークアップ組成物に対して、感覚プロフィルの標準的な方法である専門
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的指針によって推薦されているＱＤＡ（登録商標）定量的記述分析を使用して、２０人の
試験者の一団による感覚評価を行った。専門的指針は、Ｇｕｉｄｅｌｉｎｅｓ　ｆｏｒ　
ｔｈｅ　Ｅｖａｌｕａｔｉｏｎ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｅｆｆｉｃａｃｙ　ｏｆ　ｃｏｓｍｅｔ
ｉｃ　ｐｒｏｄｕｃｔｓ、ＣＯＬＩＰＡ　ＧＵＩＤＥＬＩＮＥＳ、第２版、２００１年、
Ｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｆｒｅｎｃｈ　ｓｔａｎｄａｒｄｓ　ＡＦＮＯＲ－ＤＧＣ
ＣＲＦ－１９９１－Ｑｕａｌｉｔｙ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｏｆ　ｆｏｏｄ　ｐｒｏｄｕｃｔ
ｓ－Ｓｅｎｓｏｒｙ　Ａｎａｌｙｓｉｓ－ＩＳＢＮ２－１２－１９０８４３－９、－－Ｓ
ｅｎｓｏｒｙ　Ａｎａｌｙｓｉｓ、Ｅｕｒｏｐｅａｎ　Ｆｒｅｎｃｈ　ｓｔａｎｄａｒｄ
ｓ、第６版、２００２年－ＩＳＢＮ２－１２－１９０８６３－３である。
【０１４２】
　顔半分に指で実施例１Ａのメークアップ組成物を適用した。試験者に、化粧結果の他に
、適用当初における化粧品の感覚および態様についての報告を依頼した。
【０１４３】
結果：
手触りおよび感覚：
適用当初：皮膚に塗りやすい、柔らかい手触り。
適用後５分：非粘着性（３度皮膚に触れた後、指を離すのに努力を必要としない）、粉の
ような柔らかい感触を有し、非油性（皮膚の表面上がべたべたしない）
【０１４４】
化粧結果：
　非常に均等で自然な結果、すなわち適用に際し、メークアップ化粧料は均等に適用領域
全体に分配され、化粧料は感知できない。化粧料は皮膚に混合し、仮面のような効果を与
えない。
【０１４５】
　顔色を統一し、皮膚は滑らかに見える（しわは、わずかにぼやける）。皮膚にはわずか
につや消し（光らない）、粉のような仕上がりが残る。
【０１４６】
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【表８】

【０１４７】
感覚試験２：
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　ＣＬＢＴ感覚法を使用する、顔色の光輝のインビボ視覚評価。
　Ｃ．Ｍｕｓｎｉｅｒら、Ｓｋｉｎ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ　ａｎｄ　Ｔｅｃｈ．、２００４
年、１０巻、５０～５６頁
　照明の特定の条件すなわち昼光＋ハロゲンスポットライトにおける、ＣＬＣＴ（登録商
標）法での光輝の評価
【０１４８】
【表９】

【０１４９】
　本化粧品は、非常に滑らかで非常に柔らかく見え、黄ばんだ面を微かに減少させ、ベー
ジュ面を増加させる。したがって、皮膚の光輝は増加する。
【０１５０】
　滑らかさ、光輝、および柔らかさは、抗加齢の利点、例えば、抗しわ、顔色の統一、欠
陥部を覆い隠すこと、および若々しい皮膚に付随する光輝に、直接関連する。典型的に、
高い被覆のメークアップが、これらの特性をもたらすために必要とされる。驚いたことに
、本発明の組成物は、厚いメークアップを必要とせずに、消費者のための全く新規の感覚
／性能経験を構成するこれらの抗加齢利点をもたらす。
【実施例３】
【０１５１】
比較用組成物
　本発明をさらに例証するため、下記の例は、ポリシリコーン－１１の含有量が本発明の
範囲を外れて減少する場合、または別のシリコーンエラストマーによって代替される場合
、安定性を欠くことを示す。
【０１５２】
比較例３Ａ：
　ポリシリコーン－１１の濃度を、６．７重量％から３．９重量％に下げた以外、実施例
１Ａと同様の組成物を調製した。シクロメチコンを添加することによって、差を補った。
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　実施例１Ａに記載されている処理方法１および２を使用して、組成物を配合した。両方
とも不安定なエマルションをもたらす結果となり、顔料は分散せず、エマルションは分離
する。
【０１５４】
比較例３Ｂ：
　組成物１Ａの６．７重量％のポリシリコーン－１１を、他のシリコーンエラストマー６
．７重量％で代替した。確認のため、この割合は、エラストマーのみに適用され、担体／
溶媒を除外する。
【０１５５】
　下記の表４は、得られた安定性の結果を示す。
【０１５６】
【表１０】

【０１５７】
　上記の実施例から、ポリシリコーン－１１を含む組成物のみが、同等の配合において試
験されたその他の３種のシリコーンエラストマーと比較して、安定していると結論するこ
とができる。ポリシリコーン－１１のみが、顔料が分散されたままの組成物をもたらし、
エマルションは安定したままである。
【０１５８】
比較例３Ｃ：
　次の例は、シリコーンベースの乳化剤を従来の乳化剤で代替することの弊害を例証する
。
【０１５９】
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【０１６０】
　上記組成物を調製するために、２５℃で列１を事前混合する。別の容器中で列２の成分
を調製する。均一になるまで混合する。次に、プロペラ型混合を使用して、列２を列１に
添加する。均一になるまで混合する。別の容器中で列３を調製する。均一になるまで混合
する。次に、プロペラ型混合を使用して、列３を列１および列２に添加する。最後に、列
４を添加する。プロペラ型混合で均一になるまで混合する。
【０１６１】
　顔料はエマルション中に分散せず、エマルションは油相と水相とに分離する。
【０１６２】
　さらに、これは、エマルションの安定性およびエマルションの感覚の両方ともが、組成
物に依存していることを例証している。
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